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Ｉ hear, and Ｉ forget  Ｉ see, and Ｉ remember Ｉ do, and Ｉunderstand  

 （聞くことは忘れること 見ることは覚えること 為すことはわかること） 
                              校長  嶋村 理彦 

 今年の夏休みも猛暑の毎日でしたが、ここにきて、朝にツクツクボウシの声を聞き、昼にアキアカ

ネの群れに会い、夜にコオロギの合唱を耳にします。忍び寄る秋の気配と過ぎ去る夏の憂愁を感じる

２つの季節が混在する時季となりました。 

今日は、子供たちの日焼けした元気な顔と、久しぶりの友との会話が校舎にこだまし、北小学校も

２学期を迎えました。夏休みの期間中、子供たちが交通事故にあわず大きな病気にもかからなかった

ことは、保護者の皆様のお蔭と感謝申し上げます。 

さて、「海馬（かいば）」という言葉を耳にしたことがあるかと思いますが、人の記憶力に影響があ

るのは、大脳皮質の内側にある「海馬(かいば)」とよばれる領域だそうです。 

記憶と環境に関わる「ねずみ」での実験の話です。２つの飼育箱を用意し、一方の飼育箱にははし

ごや回り車などの数多くの遊び道具を入れます。もうひとつの飼育箱には、何の遊び道具もありませ

ん。この２つの箱にねずみを入れてそれぞれに飼育します。一方は刺激の多い環境で、もう一方は少

ない環境で育てました。成長したねずみの脳を詳しく調べると、遊び道具を入れた環境で育てたねず

みは、遊び道具のない環境で育てたねずみよりも海馬がよく発達していることが分かったそうです。

遊び道具で遊ぶことによって、脳が刺激されたのだろうというのです。 

聞いただけでは忘れてしまうが、実際に見れば忘れない。しかし、為す（行動する）ことで本当の

理解となる。受け身の学習ではなく主体的に課題解決に取り組むことが理解を深め、確かな学びにつ

ながるということだろうと思います。主体的に行動し、感じ、感動することが思考力や判断力などの

育成につながり、確かな記憶力にも通じることを指摘されているのだと思います。 

授業での子供たちの様子を見ていると、真剣に考え問題を解いた後の児童の顔には納得から生じた

笑顔や満足感が見られます。取り組んだ問題や場面が「遊び道具」であり、試行錯誤しつつ自分なり

に考えることが「為す」こと、笑顔や満足感が「感じ・感動すること（わかること）」にあたるのでは

ないでしょうか。 

２学期も引き続き、さまざまな活動を通して子供と共に感動を味わい、真の学びが身につけられる

よう、職員共々一丸となって指導してまいりたいと考えております。引き続き、皆様方のご理解とご

支援をお願いいたします。 
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北小だより 

－「安全で楽しく笑顔あふれる北小学校」- 

行田市立北小学校  行田市和田９４－１ TEL ５５４－５５２１ 

自分から進んで学ぶ子   〈学ぶ〉 

思いやりを持ち助け合う子〈磨く〉  
元気に遊び運動する子  〈鍛える〉 
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奉仕作業 

ありがとうございました。 

 
路上駐車はお止めください！  

 

 

2 学期の学校行事について 

ホームページの活用を

９月の行事予定 


